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３３面読者プレゼントも注目！面読者プレゼントも注目！

▲現在の「北久保ガード」。さらに上を新幹線が走る。

 環七通りに架かる「北久保ガード」。上を品鶴線の貨物列車が走る。1959（昭和34）年撮影
（所蔵＝大田区立郷土博物館）

▲旅客列車の合間を縫って、時折見られる貨物列車
（大崎支線：大崎－西大井）

「ひんかく線」の文字が

品鶴線の起点を示している

ま
ち
あ
る
き　
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投稿：中央
O.U.さん

◆
す
っ
か
り
秋
空
ね
・・・

○
う
ろ
こ
雲
が
キ
レ
イ
だ
ね

たそがれる動物

まちあるきが楽しくなるおもしろ投稿募集中！

鶴
線
と
書
い
て
「
ひ
ん

か
く
せ
ん
」
と
読
む
。

日
常
的
に
は
聞
き
な
れ
な
い

名
前
な
の
で
、
き
ち
ん
と
読
め

る
の
は
こ
の
路
線
の
成
り
立
ち

や
過
去
の
姿
を
ご
存
知
の
年

輩
の
方
か
、
一
部
の
鉄
道
関

品

係
者
、
鉄
道
フ
ァ
ン
く
ら
い
だ

ろ
う
か
。
多
く
の
人
は
、
そ
ん

な
路
線
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ

る
の
か
と
首
を
か
し
げ
る
ば
か

り
だ
ろ
う
が
、「
横
須
賀
線
」

の
こ
と
だ
と
い
え
ば
き
っ
と
お

わ
か
り
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

ほ
か
に
も
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
の

電
車
や
特
急
〈
成
田
エ
ク
ス

プ
レ
ス
〉
な
ど
が
忙
し
そ
う
に

行
き
交
う
、
品
川
か
ら
西
大

井
、
馬
込
、
上
池
台
な
ど
を

通
っ
て
、
丸
子
橋
の
南
側
で
多

摩
川
を
渡
っ
て
い
く
あ
の
線
路

が
品
鶴
線
だ
。

首
都
圏
の
鉄
道
網
を

首
都
圏
の
鉄
道
網
を

支
え
て

支
え
て

森
付
近
で
品
鶴
線
が

存
在
感
を
表
す
場
所

の
一
つ
が
、
環
七
通
り
と
交

大

品
鶴
線
と
は
？

品
鶴
線
と
は
？

年
の
品
鶴
線
は
貨
物

列
車
が
減
り
、
首
都

圏
の
鉄
道
網
を
支
え
る
重
要

近

■

増
し
た
。
そ
の
た
め
、
東
海

道
線
と
は
別
の
経
路
に
よ
る

貨
物
線
と
し
て
品
鶴
線
が
計

画
さ
れ
、
途
中
の
新
鶴
見
貨

車
操
車
場
（
現
在
の
新
川

崎
駅
付
近
）
と
と
も
に
一
九

二
九
（
昭
和
４
）
年
に
完
成
。

旅
客
線
と
貨
物
線
の
分
離
が

実
現
し
、
輸
送
力
が
増
強
さ

れ
た
。

　
建
設
時
の
用
地
買
収
は
、
将

来
の
旅
客
線
化
と
駅
設
置
を

期
待
し
て
か
比
較
的
ス
ム
ー
ズ

に
行
わ
れ
た
と
い
う
。
一
九
六

四
（
昭
和
39
）
年
に
開
業
し

た
新
幹
線
は
、
品
鶴
線
の
上

に
高
架
橋
を
造
っ
た
り
、
敷
地

を
削
っ
た
り
し
て
ど
う
に
か
線

路
を
敷
く
こ
と
が
で
き
た
。
一

九
八
〇（
昭
和
55
）
年
か
ら

は
、
そ
れ
ま
で
東
海
道
線
と

同
じ
川
崎
経
由
で
走
っ
て
い
た

横
須
賀
線
の
電
車
が
品
鶴
線

を
経
由
し
て
い
る
が
、
大
田

区
内
に
駅
が
設
け
ら
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
。
完
成

の
暁
に
は
、
新
た
な
直
通
電

車
が
品
鶴
線
を
走
る
予
定

だ
。

　
一
九
八
六
（
昭
和
61
）
年

路
線
に
変
貌
し
て
い
る
。
横

須
賀
線
と
総
武
線
の
直
通
運

転
は
す
で
に
30
年
の
実
績
を
積

み
、
一
九
九
一
（
平
成
3
）

年
か
ら
加
わ
っ
た
特
急
〈
成
田

エ
ク
ス
プ
レ
ス
〉
は
空
港
ア
ク

セ
ス
を
担
っ
て
快
走
す
る
。
ま

た
、
二
〇
〇
一

年
（
平

成

13
）
年
に
誕
生
し
た
「
湘
南

新
宿
ラ
イ
ン
」
は
、
東
急
大

井
町
線
下
神
明
駅
付
近
で
品

鶴
線
か
ら
分
岐
し
て
新
宿
方

面
と
直
通
す
る
「
大
崎
支
線
」

を
活
用
し
、
東
海
道
線
と
高

崎
線
、
横
須
賀
線
と
宇
都
宮

線
を
そ
れ
ぞ
れ
つ
な
い
だ
。
現

在
、
新
た
な
直
通
運
転
ル
ー

ト
と
し
て
、
相
模
鉄
道
（
横

浜－海
老
名
・
湘
南
台
）
の
途

中
か
ら
Ｊ
Ｒ
へ
の
連
絡
線
を
整

備
し
て
都
心
へ
乗
り
入
れ
る
プ

 

た
だ
、「
呼
ぶ
」
と
は
い
っ
て

も
、
正
式
に
は
東
海
道
線
の

貨
物
線
と
い
う
位
置
付
け
で

あ
る
。
品
川
と
鶴
見
を
結
ぶ

こ
と
か
ら
、
旧
国
鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ

と
な
っ
た
現
在
ま
で
通
称
と
し

て
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
。
わ
が

国
の
鉄
道
で
は
、
路
線
の
両
端

の
駅
名
か
ら
一
文
字
ず
つ
拝

借
し
て
名
称
を
付
け
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
あ
り
、
目
黒
と
蒲

田
を
結
ん
で
い
た
東
急
の
「
目

蒲
線
」
な
ど
が
身
近
な
例
と

い
え
る
。
品
鶴
線
は
ど
う
し
て

こ
の
ル
ー
ト
に
敷
か
れ
た
の

か
。
そ
の
歴
史
を
紐
解
い
て
み

た
い
。

そ
の
ル
ー
ツ
は

そ
の
ル
ー
ツ
は

貨
物
輸
送
に
あ
り

貨
物
輸
送
に
あ
り

あ
ざ

に
開
業
し
た
西
大
井
駅
は
、

四
半
世
紀
の
時
を
経
て
周
辺

の
街
並
み
整
備
が
進
ん
だ
。

大
森
駅
や
馬
込
駅
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
に
は
課
題
が
残
る
が
、

時
に
は
散
歩
が
て
ら
西
大
井

駅
に
向
か
い
、
品
鶴
線
の
歴

史
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。

差
す
る
「
北
久
保
架
道
橋
」

で
あ
る
。
昭
和
三
十
年
代
末

に
環
七
通
り
が
整
備
さ
れ
る

ま
で
は
、
車
が
す
れ
違
う
程

度
の
幅
し
か
な
か
っ
た
。「
北

久
保
」
は
こ
の
あ
た
り
の
字
の

名
で
あ
り
、
品
鶴
線
の
鉄
道

施
設
（
ガ
ー
ド
・
踏
切
・
地

下
道
な
ど
）
に
は
「
下
蛇
窪
」

「
原
」「
霜
田
」
な
ど
古
い
地

名
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
の
京
浜
工
業
地
帯
の

発
展
に
よ
り
、
品
川
の
操

車
場
の
貨
物
取
扱
量
が
激

【
参
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線
～
ひ
ん
か
く
せ
ん
～
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大森には、人のいとなみが土地の記憶（地霊）
として残っています。今回は、横須賀線や湘南
新宿ラインの電車が走る、通称“品鶴線”にス
ポットをあてます。　　　　　　　　　　　　


